
11 牧 車組合せによる野草植生利用の経済性

1 背 景 と特徴

放牧場の牧陽力と放牧費用の増滅は、野草放牧地内に牧車地をどれだけ造成するかによると

ころが大きいが、草地化を進めるに当って、どのような条件の場合、何を基準にどれだけ行うこ

ことが有利かの解明が迫られる。  |

このため、解明に必敦となる技術経営的象素に検討を加え、これら安素の関連から野草地利

用の経営的意義を明らかにしようとした。

2  技 術 内容

1)牧 車導入の経営上の採否に係わる象件として、④ 対 象牧野の梅生別の産草量 (又は野

革による牧養力 )○ 野 草地化に伴なりとな変動費用の負担 (肥料費 )⑤  他 動的象素

の大さい固定費負担 (支払地代 )③  革 地化率とこれに伴って増7J「lする牧養力 (00w

車ay)○  最 後にこれらによって導かれる分岐点地代などがあげられる。

2)車 地決走に関与する分岐点地代は図-1の とおりで、野車の可食 DM豊 /haが o.4t

の場合に2,200円であり、円様に 0.8tで 5,000円、 1,2tで 8,000円などとなった。野

革収豊の低いほど、低地代であっても牧革に切 り換える必唆があること、収豊が高まれば、

高地代でも野草のままの利用が有利であるなどの限界がつかめた。

3) ま た、野草相生の利用技術で得 られた革地化率 25%の 指標技術は 00W day当 りの

費用負担の関連から、車地化率選択の経営的な目安となることが知れた。       |

図と2は野草の可食DM量 1.2t/haの 夕1であるが、分岐点価格である8,000円を超

える地代では、草地化の程度を少 くとも25%前 後まで高めることが望まれる。一方、分

岐点を下廻る地代では械お 25%を 境に、これより下廻るほどCOイ day当 り費用が下る

ことが リカウミえる。

3  指 導上 の留意 点

4  試 験 成績 の概 要

1)試 験課題名 山 地における落葉広葉樹林帯の革地開発方式

2)試 験年次及び場所 昭 51年 岩 手畜試

3)試 験方法
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試勝蒲呆

放牧地における野車柏生利用のための牧車導入についてどのような条件の場合、何を基

準1/Cどれだけ行 うことが有利であるかの日女を得た。

主要成果の具体的データ

図-1 野 草乾4均生産 (スは牧拳力 )か らみた牧革導入の分岐点地代
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図-2 費 用及び地代からみた草地化率の選択

(可 食野草乾物 1.2t/haの 場 合 )
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Cびrd切  … 生体重 500物、採食 Dl班日批、体重比 2.2%、 11竹

牧 草   … 40t囲 /ね 、利用率 80%、 DM 15%、施肥水準、化成肥料 0,6 ton/脱

7 5 円 / ャ

野 革   … 利用率 60%、 DM雑車型20%、 すサ型45%、 木本型35%

6)残 された間逼″点

S  参 考 資 料
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図二 3 地 代、肥料費からみた牧車導入の分岐点地代の求め方
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A 草 地′1化100%の 費用線作図

⑥ヘググール当肥料費ギ○ヘクタール当地代

○ヘクタール当り牧泰力CtW Ctay

車地化 0%の 費用線作図

○ヘクタール当地代

⑥植生別のヘクタール当り牧去力Ctt day

《〔試算に用いた技術指標》
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